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研究主題

幼児が友達との遊びを楽しみ、互いの思いを実現していくための教師の役割

1主 題設定の理由

私たちは、幼稚園生活の中で一人一人の幼児が、身近な環境 に興味関心をもって自分か ら

かかわ り、それが楽 しい と感 じ夢中になって遊んでほ しい と願 ってい る。 また、幼稚園 とい

う集団生活の場で、同 じ遊 びに興味をもった友達や気持 ちを通 わせて遊ぶ友達 と共感 した り、

時には思い通 りにな らない葛藤体験 を した りすることを通 して、他者 に気付 き互 いに思いを

出 し合いなが ら調整 し、実現す ることの楽 しさを味わって ほ しい と考 えている。

しか し、近年幼児を取 り巻 く環境 は変化 し、入園前に幼児が 自ら環境に働 き掛け自分な り

に試 した り工夫 した りしなが ら遊 ぶ体験が減少 してい る。また、核家族化や少子化、地域環

境の変化などによ り人 とかかわ る機 会 も少 なくなっている。そのため、入園 して くる幼児の

姿 を見 ると、あ りのままの 自分 を出せ ない、大人の指示を待って行動 し自分で判断す ること

ができない、相手の気持 ちに気付かない、自分をコン トロールで きないな どの姿が見 られ る。

この ような実態か ら、的確な幼児理解 に基づ く環境の構成 、幼児 の活動す る姿に応 じた適切

なかかわ りなど、幼児が充実 した園生活を送 るために教師の果たすべ き役割はますます重要

になっていると考 えた。

そこで、一人一人の幼児が幼稚園生活を送 る中で、友達 との遊び を楽 しみ、互いの思いを

実現 してい くための教師の具体的な役割を探 っていきたい と考 え、本主題 を設定 した。

■ 研究の内容 ・方法

1研 究の概要

研究のねらい

・友達の中で、一人一人の幼児が 自分の思いをどのよ うに実現 しよ うとしているのかを

探 り、互いの思い を実現 してい くための教師の役割 を明 らかにす る。

研究の方法

・研 究保育及び 口常の保育実践 の記録 か ら、幼児が遊びを楽 しむ ことを通 して自分 の思

いを実現 してい る姿を分析 し、幼児の姿 に応 じた教師の役割 を考察す る。

研究のまとめ

・幼児が友達 との遊びを楽 しみ、互いの思 いを実現 してい くための教師の役割
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2研 究主題 のとらえ方

(ユ)幼 児 に とっての遊びの楽 しさ

幼児 は、本来 自分の身近にあるものに興味や関心をもつ と自分 か らかかわ ろ うとす る。 そ

して、環境か ら受ける楽 しさや 自分 から環境 に働 き掛 ける楽 しさを感 じなが ら、夢 中にな っ

て遊ぶ。 このよ うな遊びを通 して、幼児はその発達に必 要な様々な経験 をす る。

ここでい う 「遊びの楽 しさ」には、今まで体験 したこ とのないこ とに出合 う時のわ くわ く

す るよ うな心の ときめき、夢中になって体 を動か した後 の快い解放感、集中 して一つ の こ と

に取 り組んだ充実感、今 まで何度や ってもできなかった ことができた満足感 な ど様 々な要素

が考 え られ る。

遊びの楽 しさを感 じるまでには、やろ うとしたことが 思い通 りにな らない も どか しさ、何

度や って も失敗 して しま うことか らくる挫 折感 、友達 との思いの食 い違いによる心の葛藤 な

ど、そのこ とだ け取 り上げれば 「楽 しさ」 と直接は結び付かない経験 もす る0

しか し、 どんな時に も自分を見守 り支えて くれ る大人への信頼感や学級の 中に 自分 の居場

所が ある とい う所属感 によって もた らされ る心の安定 を拠 り所 に、幼児は挫折や葛藤 を乗 り

越 えて 「遊 びの楽 しさ」を追求 しよ うとす る能動性 を発揮す る。

幼児は遊 びを楽 しむ ことを通 して、身近な環境への興 味や関心 をさ らに広 げ、 自分の思 い

を実現す る喜び を味わい、 「主体的 に問題 を解決す るカ」 「自らを律 しつつ他者 と協調 し思

いや る心」 な ど 「生 きるカ」の基礎 を培ってい く。

n
..e7

(2)友 達 とのかかわ りの 中で互いの思いを実現す る幼児 の姿

幼稚園は、幼児に とって家庭生活 を離れて同世代の幼児 と集 団生活 を営む新 しい環境で あ

る。入園 当初 の環境の変化 に対す るとまどいを経て、保護者 に代 わ る依存 の対象 として教師

への親 しみ を感 じ、家庭 とは違 った空間、遊具 、自然 な どの環境 に慣れて くる と、安心 して

身近な環境 にかかわって遊ぶよ うになる。

幼児 は環場 とかかわって遊ぶ 中で、 「こんな ことを したい。J「 こうした らどうな るか

な。 」な ど自分な りの思いをもつ。集団生活の場である幼稚園 では、たまた ま同 じものに興

味を もった り、互いの動 きに関心を もった りした ことをきっか けに、友達 と言葉 を交 わ した

り、動 きを真似た りするなどのかかわ りをもっ ようにな る。

友達 とのかかわ りの中で、互いに感 じる楽 しさが重な ることで共感 した り、 「OOが した

い。 」 「△△がほ しい。」 といった互いの思いの違 いか らぶつか り合 った りす ることを繰 り
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返 す。幼 児が一人 だ けで環境 とかかわった り、幼児 を 「慈 しみは ぐくむ」対象 とみる大人 と

かかわった りする時 には、 このよ うな体験 をす ることはできない。

幼児は、友 達 とのかかわ りを通 して、友達 と思いを重ね るこ とで共感す る喜び を感 じた り、

友 達 の思い を知る ことによって思 い をふ くらませ る楽 しさを知 った りす る。一方、 自分 の思

い と友達 の思いの違 いか ら、思いが実現 できない ことへの挫 折感や葛藤 を体験す る。

こ うした経験を積 み重ね る ことで、幼児 は実現 したい 自分の思 いを よ りはっき りと意識 し、

自分 の思いの表 し方や実現す るための知識や技能 を身 に付 け、見通 しをもって行動す るよ う

になる。 また、相 手の思いに気付 いて、相 手が自分の思い に沿っ てくれ るよう働 き掛 け方 を

工夫す る、相手に合わせ て 自分の思いの出 し方 を変 えてい くな ど、互いの思 いを実現 してい

こうとす る。 この よ うな過程 を経 て、幼児 は人 とのかかわ り方の基盤 となるカ を身に付 けて

い く。

(3)教 師の果たすべ き役割

以上 のよ うな幼児 の変容 を促 すた めに教師の果 たすべ き役割 は多岐 にわた っている。大別

して以下の四点 の役割が考 え られ る。

第一 に幼児 の姿 か ら現在 の興味や 関心、教師や友達へ の信頼感 や学級 の中での存在感、遊

びや生活への取 り組 みの意欲な どを受 け止 め、その発達 の課題 をとらえ、見通 しを もって保

育 を計 画す る役割 である。

第二 にはその発達 の課題 に即 して、学級全体 の集 団 と しての育 ちも踏まえて適切 な環境 を

構成す る役割であ る。

第三 に構成 され た環境 にかか わる幼児 の姿 に応 じて的確 な指導や援 助 を行 う役割で ある。

第 四に保育 を振 り返 り、幼児理解 、環境 の構成、教師のかかわ りを見直 し、よ り充実 した

保育 を 目指 して具 体的な改 善の手掛 か りを明確 に して、新た な保育を創 造す る役割で ある。

そ の際、それぞれ の教師 が個別 に これ らの役割 を果たすだ けでな く、保 育内容や方法 につ

いての共通理解、一人一人 の幼児理 解 を深め るための情報 の検討や共有化 、保 育にあた って

の役割の分担 など園全体の教師の協力体制 を作 り上 げるこ とが必要で ある。

また、幼児 は園生活だ けでな く、家庭や地域での生活 の中で総合的 に発達 してい くことを

踏 ま えて、保護者 ・地域社 会 ・関係 諸機 関 との連携 を進 めてい くことも、幼稚園の教師 と し

て重要 な役割 となる。
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3事 例研 究

研究 主題 に迫 るために、以下の手順 で事例研 究を進 めた。

(ユ)研 究員在籍園 で研究保育を行 い、観察対象児の行動観察記録 をとる。

(2)観 察対象児 の記録を次の視点か ら分析す る。

○興 味 ・関心の対象は何 か。

○場や物 とのかかわ り方 は どうか。

O友 達や教師な ど、人 とのか かわ り方は どうか。

○ 自分の気持 ちをどのよ うに表現 してい るか、相 手の言動 を どのよ うに受 け止 めてい るか。

(3)分 析結果 を、次の3点 に沿 って考察す る。

○観察対象児が経験 している内容を とらえる。

○今後観 察対象児に経験 させたい内容 を明 らかにす る。

○そ のた めに必要な教師の役割 を次の観 点か ら検討 する。

・この場面 で、教師は どのよ うな役割 を果たすべ きであったか。

・今後 の幼児の生活を見通 して、教師には どの ような役割 が求め られているか。

(4)研 究保育に よって考察 した教師の役割 を検証す るために、各研究員 の実践記録 を持 ち寄

り、上記 と同 じ視 点で分析 ・考察す る。
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事 例1大 人 とかか わ るこ とで安 心 して 自分 の動 きを出 し始 める(3年 保育3歳 児6月)

OA児 は、担任や 園長 とかかわっ て、手をっな いだ り抱 っ こした りす るこ とを求 め るこ と

が多 い。興 味 をもった こ とが ある と、周 りの状況 にか かわ りな く思 いのままに行 動す る。

不 安 を感 じる と大声 で泣 いて大人 に援助 を求 めるこ とが ある。

幼児の姿と教師のかかわり

①A児 は、ベランダにいる園長を見付けると、保育室から出て園長 と手を

っなぎ、歩きながら話をする。

②園長が他の教師 と話を始めると、A児 は一人で目の前の滑 り台のところ

に行く。

③A児 は滑 り台に上がるがなかなかすべろうとしない。

④4歳 児が滑り台の階段を上ってくると、A児 はそちらを向いて手をばた

っかせてる。

⑤園長が 「Aちゃん、こっちから降 りておいで。」と滑 り台横から手招き

をすると、A児 は顔をしかめ{手 をばたつかせ泣き顔になる。

⑥園長は滑 り板にいたハエに気づき 「大丈夫はらってあげるよ。」 とハエ

を払 う。

⑦A児 は、ぱっと表「青が変わり滑り台を滑り笑顔になる。

⑧園長は、5歳 児に呼ばれ5歳 児の保育室に入っていく。

A児 は後を付いて行き、保育室の入 り口で立ち止まり見ている。

「う一ん。」 「園長せんせ一い。」 と入 り口から呼ぶ。

⑨A児 は、保育室から出て来た園長の後に付いて歩き、透明のカッフ㍗ ペ

ッ トボ トルに水を入れて水遊びをしていた幼児を見て、自分のコップを

保育室にとりに行く。

再びベランダに出て水飲み場の水を汲み、水を飲みながら周 りの幼児の

様 子を見る。

⑩A児 は保育室に入 り、水飲み場で自分と同じようにコップを持っている

B児 と目が合 う。

B児 が自分のコップを見せながら、 「私、黄色 」と言 うと、A児 は、

「私、ピンク。」と言ってコップを見せる。

B児 が 「水を飲 もう。」と言 うと、A児 も 「水を飲もう。」と言って二

人で水を汲み、飲む。

⑪A児 は、水を飲んでいて水をこぼす。担任の所へ行き 「Aちゃん、お水

こぼしたの。」と伝えるc

担任はA児 に 「雑巾でふこうね。」と言 う。

⑫A児 は、雑巾をかけてある場から雑巾を取ってきて、こぼした水を拭き

始める。それを見ていたB児 も雑巾を取 りに行き、一緒に拭き始める。

A児 は自分の動きを続けている。

①親しみを感じている園長に、

自分から働き掛ける。

②園長 とかかわることで安心し

て自分なりの動きを出し始め

る。

④⑤不安を言葉でなく身体の動

きで表している。

⑦園長が不安を受け止め、取 り

除いたことで、安定感を取 り

戻している。

⑧園長といたい気持ちを言葉で

表している。

⑨偶然目にした幼児の動きに刺

激を受け、自分の動きを出し

ている。

⑩同じようにコップを持ってい

たことやB児 から話かけられ

たことから、B児 に興味をも

ち、同じ動きをする。

⑪困ったことがあったので、担

任 に伝 える。

⑫方法が分かると自分で対処 し

ようとする。
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⑬A児 は 「きれいになった。」 と言い、雑巾を戻 しに行 く。

B児 が、拭いていなかった ところを見付け、指差 して 「あ一。」 と言

う。B児 とA児 と目が合い、顔を見合わせ笑い合 う。

⑭A児 は、コップで床 に残った水 を広げるようにこす る。

B児 も、同じよ うに コップで水を広げるようにこす り、二人で何度か 目

を合わせて笑 う。

A児 は 「とれた。」 と言 ってB児 を見る。二人で顔 を見合わせて笑 う。

二人 ともコップをしま う。

⑮B児 は、ままごとコーナーに横に向けて置いてあった大きな段ボール箱

を見て、 「こん中に入ろ う。」と中に入 る。A児 も 「いいよ。」 と一緒

に入 る

⑯B児 は段ボール箱 か ら出て、スカー トをは く。

⑰A児 は、エプロンを付けようとするが付けられず、ホールにいた担任の

ところへ行 く。担任 に 「つけたいの。」 と聞かれ ると黙って うなず き、

エプ ロンを付けてもらってままごとコーナーに戻る。

⑱A児 は、エプロンのすそを何度力紳 ば し少 し困った表 階になる。

近 くにいた教師 にエプロンの取 り方を示 して もらうと、黙って 自分では

ず し、周 りを見渡す。

⑲それ を見ていたB児 が 「これはきな。」 とA児 のそばににレースのスカ

ー トを投げるが
、A児 は反応 しない。

⑳A児 は、床 に落 ちていたワンピースを見付け、時間をかけて着 る。 その

上か らさっきB児 が投げたスカー トをは く。

⑳A児 は、 ワンピース とスカー トを身に付 けることができるとうれ しそ う

そ うに周 りを見 る。

⑫A児 は、急いでホールへ行き、周 りを見渡 し、保育室 に走って戻 ると、

テラスに出て大きな声で 「園長先生。」 「園長先生 」 「園長先生 」

と園長を探す。

⑬B児 と同 じ動きをすることの

楽しさを感 じている。

⑭B児 と同 じ動きをすることの

楽しさを感 じている。

⑮B児 と一緒にいる楽 しさを感

じ一緒に動こうとしている。

⑰担任に、手伝ってほしいこと

を動作で伝えている。

⑱エプロンを付けてみて、自分

のイメージしていたものと違

うことに気付 く。解決方法を

示されると自分でやってみ

る。

⑳なかなか着られないが、あき

らめずに最後までやる。

B児 の働き掛けにその時は反

応 しなかったが、受け止めて

いた。

⑳着ることができた満足感を感

じている。

㊧園長に見てもらいたい。

7



【考察】

.4ノ窃 」籔 しでいる1槽

・不安 を受 け止 め、援助 してくれ る園長 に信頼感

を感 じている。

・不安 を感 じると、言葉 よ り動 きで気持 ちを表す。

・要求 を表情、動作、言葉 など色々な方法 で表す。

・目に入 っ た もの に か かわ って 遊 ぶ楽 し さを感 じ

て い る。

・困 っ た こ とが あ っ た時 に 、具 体 的 な方 法 を知 ら さ

れ る と、安 心 して 自分 か ら動 く。

・何 を した らよい か分 か る と、 で き る こ とは 自分 で

しよ うとす る。

・自分 な りにや っ た満 足感 を感 じて い る
。

・偶然 かかわった友達 に興 味をもち
、一緒に動 くこ

とを楽 しんでいる。

・友達 か らの働き掛 けに 自分 な りに対応す る
。

8一

綴 させたの内容

◎ 教師 との信頼感 を基盤 に、

安心 して 自分な りの動 きを

だす。

◎ 自分 な りに表現 した こ とを

大人 に受 け止め られ る心地

よさや、表現す る楽 しさを

知 る。

◎好 きな遊びを見付 け、遊び

の楽 しさを感 じる。

◎ 自分の したいこ とを しなが

ら、友 達 とかかわ る楽 しさ

を感 じてい く。
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事例2興 味をもった場 でのかか わ りの中で友達 の存在 に気付 き始 める

(3年 保育3歳 児6月)

OA児 は、入 園当初か ら興 味を もったこ とに 自分か らかかわ ることが多か った。 興味 をも

った遊具や場 での他 の幼 児 とのかかわ りの中で、物の取 り合 いな どで 自分 の思い を強 く表

して衝 突す るこ ともあった。

幼児 の姿 と教師のかかわ り

①使 いたい物の あるところが分

か り、 自分で選んで持って く

るこ とがで きる。

②言葉 には出 さないが2人 の こ

とを拒否 は していない。

③家庭 生活 を具体的 な物 を使 っ

て再現 している。

①A児 は保 育 室 内 の ま ま ご と コー ナ ー に 行 き、弁 当箱 、

箸 、 油粘 土 、 ま な板 、麺 棒 、 塩 入 れ を棚 か ら出 して テ

ー ブ ル に 置 き、 椅 子 に座 る。

②A児 が ま な板 の 上 で 粘 土 を丸 め てい る と、B児 、C児

も用 具 を持 っ て きて テ ー ブ ル に置 き、椅 子 に座 る。

③A児 は塩 入 れ を持 って粘 土 にか け る真似 をす る。 それ

を見 て、C児 が 「貸 して。」 と言 う。A児 は 「だ め。」

と言 う。B児 も 「貸 して。」 と言 うと、A児 はB児 に

も 「だ め。」 と言 う。

④C児 が 「お 塩 は みん な の だ よ。」 と言 うと、A児 は

「だ め、 あた しのだ よ0」 と言 う。 三人 それ ぞ れ に粘

土 を丸 めた り、 の ば した り し、 弁 当箱 に つ め る。

⑤ しば ら く してB児 が 「ピ クニ ック に行 こ う。」 と言 っ

て 、 弁 当箱 をバ ッグ に入 れ ビニ ル シー トを抱 え て 出 か

け よ う とす る。C児 も同 じよ うに荷 物 を 持 っ て立 つ 。

A児 は 「私 は ま だ 準備 が で きて いな い か らだ め。 」と

言 い 、B児 が 持 って い た シ ー トを取 ろ う とす る。

⑥B児 が 「シー トが ない と座 れ ない。」 と言 うと、A児

は 「汚 れ るか ら使 っ ち・やだ め な の。」 とシ ー トを取 り

上 げ 、 片 付 け て しま う。

⑦B児 は、C児 に 「自転 車 を買 い に行 こ う。」 と言 い 、

二 人 で保 育 室 内 の三 輪 車 置 き場 に行 く。A児 も後 を追

つ 。

⑧2台 しか ない三輪車 にB児 とC児 がまたがって しま う

と、A児 は 「私 と二人で乗 ろ うよ。」、 「後 ろに立って

乗 るか ら。」な どとB児 、C児 に言 うが 、二人 は 「い

や。」 と言 って三輪車に乗 ったまま遊戯室へ行 って し

ま う。

⑨A児 は しば らく二人の後 を付いて歩 いた後、二人 に

「あそ こにい るね。」 と言 って、遊戯室 にあった二階

建 てのパネル ブ ロックの家 に布団・やカセ ッ トデ ッキな

どを保育室か ら持 ち込む。

④ 自分 の使 ってい る物 は自分 の

物 と思 っている。

⑤B児 、C児 と遊 んでい るとい

う気持 ちを表現 してい る。

⑥ 自分 だけ置 いて行かれ るのは

いや だ と感 じて いる。

⑦二人 と一緒 にいたい と感 じて

い る 。

⑧一緒 に遊びた い気持 ちで働 き

掛 けてい るが、受 け入れて も

らえない。

⑨ ままご とのイ メー ジが続いて

いて 、二人 との かかわ りを続

けたい と思 って いる。

1D一



【考 察】

A/L、が務 齪 乙でいる内石ぎ

・使 いたい 物のある ところが分

か り、 自分で使 いたい物、 自

分のイ メージにあ う物 を選ん

で持 っ てきてい る。

・家庭 生活 を再 現す るこ とを、

楽 しんで いる。

綴 紺 たい艀 と難 勢

・場 を変 え て もイ メー ジ を継 続

して 楽 し も うと して い る。

・自分の感 情を言葉 で表 してい

る。

・B児 、C児 と同 じ場 に いて 、

そ れ ぞ れ が動 く こ とで 「一 緒

に遊 ん で い る。」 と感 じ始 め

て い る。

・物の取 り合い をす る中で相手

の思い が 自分 とは違 うこ とに

気付 いて いる。

◎ 自分 が したいと興味をもった場や遊具で、繰 り返 し

自分 な りの動 きを して遊ぶ ことを楽 しむ。

5蓮 冥簾真旋轟 纂孫罫 量躍τ 』後示τ∬笈彰 「穎
1亀

1物 がす ぐ使 えるよ うに し、数 も多 めに用意す る。i
　 　

10幼 児が 自分な りの動きを して遊ぶ楽 しさが感 じられl

lる よ うにC師 がモデル となってイ メー ジを楽 しめ1
　 　

1る 遊 具の使 い方 に気付 かせ た り、幼児が な りきって 馳
ヘ へ

1遊 ぶ姿を受 け止 めて楽 しさに共感 した りす る。1
」」ワ,一r,」 一!」r1』7ノ 乙r,一r!-rノ 」r1』r,」r,」r,」 ワゐ_.,」 匿 ゐ一 ワ 」r!β1」r,」7ノ 」b

◎ 自分な りの思いの表現 の仕方 を知 る。

5覇寛纂砺房摂ぞ摂藁 τ萎篭謁 τ裂憂子維τ「
亀 睡

iを 感 じさせ ていく。また、教師が幼児 の思 いを言葉1
　 　

1に してい くこ とで、幼児 自身 が思い を言葉 にす るこ1
亀 亀
i_志 劣認 雪 三 至ム 甦該 歪怨,___._.__._._」

◎気 に入 った幼児、そばにいたい と思 う幼児 と同 じ場

で過 ごした り、同 じようなこ とを した りす ることを

楽 しむ。

§歌 慰 三7款題灘鰐 罰驚 聚影簸1
1べ る場 を作 る こ とで 、周 りの幼児 と一 緒 に い る こ とi
へ 　

1に 安定感 を感 じられるよ うにす る。 また、教師 もモl

lデ ル となって動 くことで、同 じ場で過 ごす 快 さを知1　 へ
1ら せ て い く 。1
　 　

10断 片的なかかわ りの中で、同じような動きをして面l
l亀

i白 かった と感 じている姿 に教師 も共感 し、言葉に しi　 　

1て い くこ とで、 楽 しさを知 らせ て い く。l

i・思い馴 ・ならない・寺は、幼↓臓 持ちを受け止め1
　 　

1な が ら代わ りにな る物 を提示 した り、イ メー ジに沿D
へ 　

1っ た言葉を掛けたりして気分転換が図れるようにす1
1___..____1

1_.p,_.._,__,.一__. ._,,____,.i
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事例3新 しく入 園 した友達 とのかかわ りの中で 自分の思 いの出 し方 を模索す る

(3年 保 育4歳 児6月)

03年 保育のA児 は、4月 に入園 した2年 保育の幼児の動 きに魅力を感 じるとともに、どのよ う

なかかわ り方を した らよいか戸惑いを感 じている。3歳 時からの友達関係 も変化し、園生活にや

や不安定な様子が見られる。

①A児 は砂場 のそばに立って、視線 はスクーターに乗 っ

て校庭 を走 るB児 、C児 、D児 を追 っている。

②三人 がスク ータ ーに乗 って、砂場 のそばに来 る。B児

がC児 、D児 に 「ハ リケン ジャーになって。」 と言 う

のを聞き、A児 は、砂 場脇 にあったスクーターに乗 り

三人 の後 を追 う。

③ 四人 は校庭 の水 たま りのあ る ところへ行 き、 「見 て

て。 」 と言 い合 い、一人ず つポ ーズを取 りなが らス ピ

ー ドをっけ水たま りの中を走 り抜 ける
。

A児 だ けは、水 たま りの周 りをゆっ くりとスクーター

で回 り、時々立 ち止 まって三人の様子 を見 ている。

④A児 は水たま りの端へ行 き、 「Cち ゃん、ここな らで

き るよ」 とC児 に向かって言 うが返事 はない。

A児 は水たま りの端 を走 り抜 ける。

⑤A児 は、次に水 たま りの少 し内側 を走 り抜 ける。

⑥A児 は、4回 目に水 たま りの三分の一程内側 の所 を渡

り、 「Cち ゃん、ち ょっ とできた よ」 と言 う。B児 、

C児 、D児 は反応せず 自分 た ちの遊び を してい る。

⑦担任 が来る。 四人 が周 りに集 ま り、一斉 に話 し掛 ける

のを担任 は相づ ちを うちなが ら聞 く。A児 は 自分 の靴

を指 さし、 「濡れ たよ。」 と言 って触 る。

話が終 わる と担任 はそ の場 か ら去 る。

⑧三人 は園舎 へ戻 り、保育室 に入 る。A児 も後をつ いて

い くが、保 育室前 で引き返 し砂場 へ行 く。

⑨C児 が砂場に くる と、A児 は 「新幹線 二つ持 って くる

か ら。」 と言い、用具置 き場へ行 く。C児 は、 「俺 の

も。 」 と言 って、A児 に付 いてい く。A児 は、持 って

きた新幹線 の一つ をC児 に渡す。

⑩A児 は新幹線 を持 って砂揚に戻 る。C児 は新幹線 を水

で洗 い、A児 に 「きれいで しょ。 洗 って くる ときれ い

だ よ。 」 と言 う。A児 は新幹線 を見 るが返事 しない。

①新 しく入園したB児 の動きに関心をも

っている。

②仲間に入 りたいと思い、後 を追 う。

③三人がなりきって遊ぶ姿が うらや ま し

く、 自分もやってみようとする

スピー ドを出 した り水たま りの中央 を

渡った りすることに不安がある。

④思い切ってやってみようとす ることを

3歳 時か らの友達のC児 に認めて もら

いたい。

⑤挑戦 しようとする気持ちがでてきた。

⑥勇気 を出してやったらできたので、C

児に伝 えたが、三人からは認 められて

いない。

⑦担任に水たまりを渡れたことを認 めて

もらいたい。

⑧スクーターでの遊びで三人 と楽 しさを

共感 できなかったので、行動 を共にし

なかった。

⑨C児 と一緒に遊びたい気持ちを相手の

遊具も持ってくることで表す。

⑩C児 の話や動きに 目を向けるが、 自分

は洗お うとは思わない。
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⑪A児 が新幹 線 を手 に持 って 「700系 。」 と言 うと、

C児 も 「700系 。」 と言 い、顔 を見合 わせ る。

⑫C児 が 「一緒 でいい じゃん。」 と言 うと、A児 も 「う

ん。 」 と うなず く。

⑬ 二人別 々 に新幹線 を砂の上 に走 らせ筋 を付け る。

⑭ 担任が 通 り掛 かる と、A児 は、 「先生 」 と呼び掛 け、

「C君 も仲 問に入 ったん だ よ。 」 と言 う。担 任は 「よ

か ったわ ね。」 と言 う。

⑮E児 がや ってきて、両手 を広 げて砂の 上にA児 が引 い

た筋(線 路)を こす り消 してい く。A児 は 「あっ、E

君や めて。先生 、E君 が線 路 こわ した 」 と言 う。

⑯ 担任 は 「ここ?ほ ら、 こわ さないで って。 」 とE児 に

言 う。E児 は何 も言 わな いで去 る。

⑰C児 が新幹線 の裏 の砂の付 いてい る所 をA児 に見せ 、

「ね え、 きたない電車 になってい るよ。」 と言 う。

A児 は 自分の新 幹線 を裏返 し、 「わ っ本 当だ。」 と言

い、再び 新幹線 を走 らせ筋 をつ ける。

⑱C児 が じょ うろに水 を汲 んできて 、溝 ではない所 に水

を流 す。A児 は、砂 の上 に新幹 線 を走 らせ 、水の方へ

向か い動 か してい く。

⑲C児 は水 で砂 が流れ るのを見て 、 「溶 けて る。」 と言

う。A児 は近 くにあった 大 きい シャベ ルで砂 をす くい

「雪。 」 と言 いな が ら、C児 の方 にま こ うとす る。

⑳C児 は 「やだ よ。」 と言 い、 じょうろで水 をまきなが

ら、 「雨が 降ってきま した。 」 と言 う。

A児 は、 「C君 の雨がや んだ ら雪 が降 って くるの。」

と言 って 、シャベル を じょ うろの近 くに持 ってい く。

⑳C児 が 「だ め、 ここはだ めなの。 」 と言 うと、A児

は 、 「他 の所 にや るの。 」 と言 って、向 きを変 えて違

う所 に砂 をま く。

⑪ 自分のイメージを相手に伝 えている。

互いに同 じことを言 うことで仲間であ

ることを意識 している。

⑫C児 は同 じものであることを確認 し、

A児 も受け入れている。

⑬それぞれ の思いで遊んでいる。

⑭C児 と遊 んでいること、仲間であるこ

とを認めてもらいたい。

担任はA児 の思いを受け止め、共感す

る0

⑮E児 の行動に対応 しきれず、担任 に不

安を訴 える。

⑯担任はA児 の思いをE児 に伝 える。

⑰C児 の言葉を受け入れ、共感 する。

⑱それぞれ の思いで動いて遊んでいる

⑲C児 の言葉か ら浮かんだイメージを動

きに表す。

⑳C児 と思いが違 うことを感 じるが、 自

分の思い とっなげようと理由付けをす

る。

⑳C児 とつなが りをもつために自分 の思

いを変えて動いている。
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【考察】

A、郷S綴 している内容

・慣れ親 しんだ環境 には安心 してかかわ り、 自分な

りのイ メージをもって遊び を楽 しむ。

綴 さぜた〃鯵

◎安 心できる場 で、 自分の し

たい遊び を十分 にす る楽 し

さを感 じる。

・3歳 時か らかかわ りのあるC児 と一緒 にいること

に安心感 をもってい る。

・C児 の 言 動 を意識 してい るが 、 思 い を伝 えた り、

受 け止 め合 うこ とが十 分 で きず 、遊 び の イメ ー ジ

が重 な りに くい。

・4月 に入園 したB児 の動 きに関心を もち、新 しい

遊び に興味をもち始 める。

・友達の動きをまねて
、 自分 もや ってみ よ うとす る

がまだ十分満足感 を得 られ ていない。

・4月 に入 園 したE児 の動 きに対応できず
、不安 を

感 じてい る。

◎一緒 にいて安心できる友達

と互 いの思い を出 し合いな

が ら遊 びを楽 しむ。

'　際 轄瞳 ∫

曄麺巖
1塞誌 響 騨1懸響

◎興味 をもった新 しい遊 びに

自分な りに取 り組む楽 しさ

を感 じる

◎興 味を もった遊びにかかわ

る中で、新たな友達 とのか

か わ り方に気 付いてい く。
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騒甥
r'1β ㌍7ノμ 眉 耀 眉'躍'酬 釧 矧 躍 贋 眉'副 副 酬 」-/a「ノ副 」閉 副 ロ 眉'」 慶ノ」酬 副 副 「

--..

10砂 場 に興味 をもっているので、 トンネル、山、川 な どのイメージを具 体的 に表 亀
へ 　

睡 できる素材を提示 し・イメージに合 う物を取り入れていかれるようにする・i

難 蜘 ○室内にも難 をもっている乗 り物で遊んだ り・イメージを躰 的にして作った1"'粥 亀 り で き る よ う
、 遊 具 、 素 材 、 用 具 を 設 定 し た り、 提 示 し た り す る 。 亀_____

10教 師も仲間になって遊ぶことで、遊び方を知 らせた り、楽 しさを共感 したりすll亀
1る ・i
、 、L

一7,」r,一r!」r,s!一7ノ 」7,」r!」r/eノ ー7ノ ー,,.e!s!e!-rノ ー7ノ ー7ノ ー7.」r,」r,」7,一 ア,一7,」r!-r,ρ1」7'」rL

1酬 副 』W副 副 副 副 副 』7ノ'酬副 β 屑 眉'」7贋 眉 ノmノ副 矧 冨'副 副 釧 酬 躍 ノ酬 β ノi
へ 　

10そ れぞれの幼児 のイ メージ を具体的に言葉や形に表す ことで 、相手の思い に気1　 へ
i…繕雛,1付 かせ 、イメー ジが重な る楽 しさに共感す る。1..................亀1

'iO相 手 に気持ちを伝 えてい る姿 を受け止め
、思 いを表 現す る喜び を感 じ られ るよi　 　

1う にす る。1
　 　

i_,m.__..._.酬 一.ノ 爾.置 〃酬 々.ρ__.躍,_.酬 躍.._,_β,躍.躍_.,」7,」.7」r,躍.躍 亀

想

〆

e,,ノ 画 ㌍ 曜 酬 矧 ρ'酬 」酬 酬 』躍 酬 鐸'躍 眉 ノ副 躍'躍'躍'耀 催 ノ副 置'置'置 ノ躍'一 篭
　 　

10遊 びの 中で、体 の動 か し方、遊びの コツを知 らせ 、 自分 でできた喜びが感 じら1　 　
難.隷1れ るようにする。1
'7…:ll

lO挑 戦 しよ うとす る気持 ちや、できた喜 びを受 け止 め、共感 してい く。i
へ 　
」一rノ 」rノ 」r,一7!」r!一r,一r/s/sノ 」rノ 」0ノ 」rゐ 」rノ ρ ノ」rノ ーrノ 」7/e,一rノ 」7ノ ーrノ 」rノ 」r!」r,」rノ 」rノ 」71一rノ 」r」

r「'躍 ソ躍'躍'躍'置'躍7一 「'sie'副 置 ノ」『'置 ㌍ 「'躍'置'副 一 ワ躍'躍'-「'躍 ノ躍7躍'躍!」W岬 ㌍ 「、
　 　

亀○遊びの仲間 として加 わ り、遊び方や それぞれ の幼 児の思いを言葉 に し、互 いの1　 　
蕊、鑛,1思 いが感 じられるようにする。1

-'ii .灘11畠欄 欄10教 師が仲 立ち して
、かかわ りをもった友達 に自分 の気持 ちを伝 え、受 け止 め ら1　 　

1れ る実感 がもてる ようにす る。1
　 　

1_,_._置 個.,」r,躍.ois,ノe,卿 〃 酬 。7.」r.」s.一 げ,π_〃_7.酬 」r.s,β.β.」.!置 個.!一.ノ.」
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事例4友 達 とかかわる楽 しさを感 じ、相手の言動 を受け止 め よ うとす る

(2年 保育4歳 児10月)

OA児 は、一学期は 自分 の思 いのままに行動 し、周 りにい る人 の動 きや言葉 を受 け止 めず 、

時 には、大声を出 して走 り回 るこ とがあった。周 りの幼児 が嫌が ると、 さらにや って しま う

こともあった。二学期 にな り、友達 と一緒に遊ぶ楽 しさを感 じるよ うになって きた。

幼児 の姿 と教師 のかかわ り

①A児 は、登 園 した ばか りのB児 に 「行 こ う。」 と言 い 、

二 入 で校 庭 の朝 礼 台 の下 に 入 り、座 る。

② 担 任 が 朝 礼台 の 下 をの ぞ く と、A児 が 「ここ、運 転 す

る所 。」 と言 う。

③ 担 任 が 、 朝 礼 台 を指 して 「これ は 、 な あ に。」 と聞 く

と、A児 は 「船 。」 と言 う。

④B児 が保 育室 前 に置 い て あ る ゴザ を持 っ て きて朝 礼 台

の上 に敷 くの を 見 て、A児 も ゴザ を持 っ て きて朝 礼 台

の上 に敷 く。

⑤C児 が 来 て 、A児 の ゴ ザ を指 さ し、 「Aち ゃ ん 、下 に

敷 い て。」 と言 うと、A児 は ゴザ を朝 礼 台 の下 に敷 く。

⑥A児 、B児 、C児 が朝 礼 台 の下 に入 りゴザ の上 に座 る。

A児 は 靴 を脱 い で 、朝 礼 台 の 階 段 の 所 に 置 く。B児 、

C児 もそれ を 見 て 、靴 を脱 い でA児 の 靴 の隣 に置 く。

A児 は二人 の 動 き を見 て い る。

⑦C児 が 「あっ 、忘 れ 物 。」 と言 っ て保 育 室 に行 く と、

B児 も付 いて行 く。A児 も二 人 の後 か ら保 育室 に入 る。

⑧B児 、C児 が製 作 コーナ ー に行 って 何 か 作 り始 め る。

A児 は 「何 や って い る の。」 と二 人 に 聞 く。

⑨B児 が 「あ め作 っ てい るの0」 と答 え る と、A児 は 「僕

も。」 と言 う。

⑩A児 は 「ポケ ッ トに三 つ あ る。」 と言 っ て ドン グ リを

出 し、 セ ロハ ンを ドン グ リに かぶ せ 、 手 で握 っ て ぐち

ゃ ぐち ゃ に丸 め る。

⑪A児 の 様子 を見 て 、B児 は 「Aち ゃん 、 作 り方 教 えて

あ げ る。 ドン グ リを置 い て 、 そ れ で こ うや るの 。」 と

言 い 、 セ ロハ ンで ドン グ リを巻 き、 両 端 をね じって み

せ る。A児 は じっ とB児 を見 て い る。

⑫A児 は 「わ か っ た。」 と言 っ て 、B児 のや った とお り

丁寧 にセ ロハ ンを ドン グ リに 巻 い て ね じる。

⑬A児 は、 朝礼 台 に 戻 り、 セ ロハ ンをむ いて ドン グ リを

口に入 れ て、食 べ るまね をす る。

① 前 日、朝礼 台を船に見立 て、B

児 、C児 の三人で遊 んだ ので、

今 日も遊 ぼ うと声 を掛 けた。

② ③ 自分 のイ メージ した こ とを担

任 に話す。

④B児 の動 きを見て、 自分 も同 じ

よ うに しよ うとす る。

⑤ 前 日一 緒 に遊 んだC児 は仲間 と

い う気 持 ちがあ り、C児 の言 葉

を聞 いて動 く。

⑥室 内 のイ メー ジで靴 を脱 ぎ、靴

を置 く場 を決 め る。B児 、C児

も受 け入れ て、 同 じよ うに動 い

てい る と感 じている。

⑦黙 って保育 室に行 ったB児 、C

児 の動 きが気 になる。

⑧二 人 の してい るこ とが分 か らな

か ったので、聞く。

⑨B児 の言葉 を聞 き、 自分 もしよ

うと思 う。

⑩B児 と同 じ材 料 を使 えば でき る

と考 え、 自分 のや り方 で作 る。

⑪B児 と同 じよ うに作 りたい と思

い、B児 の動 きを よく見て いる。

⑫B児 と同 じよ うに作 りたい。

⑬ うま くで き た の で 、 満 足 して い

る。
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⑭B児 、C児 も朝 礼 台 に戻 っ て くる と、A児 は 「船 は火

事 な の、」 と言 って ゴザ を朝 礼 台 の 隣…に敷 き 、 三 人 の

靴 をそ の 上 に並 べ る。

⑮C児 は 「いや。」 と言 っ て 、靴 を 元 の場 所 に戻 す 。A

児 は 「船 は火 事 だ か ら燃 えち ゃ う。」 と言 い 、 また 靴

を ゴザ に 置 く。C児 は 「いや 。」 と言 っ て 、靴 を戻 す 。

このや り取 りを何 回 か繰 り返す 。

⑯A児 は何 も言 わ ず 、 自分 の靴 だ け ゴザ に置 く。

⑭ 自分 のイ メージで 、友達 の靴 も

場所 を移動 しよ うとす る。

⑮ 自分 のイ メージ をC児 が受 け入

れ ない ので、理 由を話 して、動

かそ うとす る。

⑯C児 に 自分 の考 えが受 け入 れ て

も らえない こ とを感 じ、 自分 の

靴だけ動 かす。

【考察】

A/2が 鰹1鎚 してい るP74

・友達の言 動に関心 をもち、興味

をもった ことを受け入れ て遊ぶ

楽 しさに気付 いてきているV

綴 さぜたい燧 と懸 謬

◎友達の言 葉や動 きやイ メー ジを受 けて、 自分 のイ

メージをふ く らませた り、遊び方 を知 った りす る

ことで遊 びが より楽 しくなるこ とを感 じる。

6覇鮪荘教芸冠答て(箔7孫罫雰衙都ち郷顎
1魅

i合 は遊び の 中に入 って、 それ ぞれ のイ メー ジや遊i
へ 　

1び 方を伝 えた り、相手の思 いに気付かせ た りす る。1
、躍!」 ■'β7!ofm!」7ノ 」r,e/a!一,s,!0!s/s!」9ノ 』7ノ」匿ノe、

・一緒 に遊ぶ仲間 と感 じている友

達に自分 の思いを自分な りのや

り方で伝 えようとす る。

・自分の思いが相手に受 け入れ ら

れ ない と、 自分な りに気持ちを

調整 して行動 しよ うとす る。

・イ メー ジ した こ とを 自分 な りに

考 え てや って み よ うとす る。

◎友達 と一緒 に遊 びたい とい う気持 ちか ら、相手 の

言葉や動 きを感 じ取って、 自分 の思 いの表現 の仕

方を変えてい こうとす る。

或3箱軍騒霧竃彩颪綴;ぞi筋 琵τ摂簗 寛ぞl
l馳

iい こうとす る姿を認 めた り、相手に受 け入れ られi
　 　

1た こ とを意識 させ た りす る。 亀
　 　

10互 いにイメージが合わない とき1よ それぞれのイl
ll

し溢認2恐 ∫2.L塗縮 色2.鷲■至3__.」

◎ 自分 の したい ことに取 り組み、 自分な りに考 えて

実現す る喜び を感 じる。

.i

lを 認 める.1』『ノ」ワ!0!」0!β!』7'sノ 』7!」 ■「'」曜!」r/sノ 」匿 ノm!
」■ソ ーr!」r!」sノ 」脚、
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事例5相 手 の思 いにかかわ りな く 自分 の思い を出 していた幼児 が、友 達 の よさを感 じなが

ら自分の思 いを実現 して い くこ とを楽 しむ よ うにな る(3年 保 育5歳 児6月 ～9月)

OA児 は、アイデア が豊かで 自分な りに工夫 して遊ぶ が、遊 び の中で友達 の思い にかかわ

りな く、 自分の思 いを強 く主張 し、遊び の楽 しさを共感す る こ とが少 ない。

① 相手 の言 動に かか わ りな く、 自分 の思 いを出す(3年 保 育5歳 児6月)

幼児の姿と教師のかかわり

①遊戯室でB児 、C児 、D児 が大型箱積み木を運んで組み立てている。E

児が来て、B児 に 「入れて。」と言 う。B児 は、「いいよ。」と答える。

二人で板積み木を運び、並べた積み木の上にかぶせる。

②A児 が来てボールを持ったまま、黙って積み木を運び始める。

③担任が 「仲間に入っているの?ボ ール置いてくれば』」と言 うと、A児

は、「うん。」と言ってボールを置いてきて、積み木を運ぶ。他の幼児は

それを見ているが何も言わない。

④A児 はくずれそうな板積み木を積み直し、「忍者のうちを作るんだよ。」

と担任に言う。

⑤担任が 「Cちゃんはアシカって言ってるけど。」と言うと、A児 は、「下

がアシカで上が忍養 」と言って、迷路の上にふたをかぶせるように板

積み木を積んでいく。他の幼児は黙って積み木を運んでいる。

⑥C児 はキャスター付きの大きなブロックをつなぎ、腹ばいになって乗

る。担任が、「おもしろいね。アシカ迷路みたいね。ここはふ さがって

いるけど。」と言うと、C児 はブロックの上に腹ばいになって乗 り、板

積み木の下をくぐる。

⑦A児 が、袋小路になった場所を指して、「ここがスター ト。」 と言 うが、

他の幼児が何も言わない。

⑧A児 は、一人で次々と積み木を運ぶ。担任が行き止まりになっている場

所を指 して、「行き止まりになっちゃうね。」と言 う。

⑨A児 は 「行き止まりにしよう。ひひひ。D君 持って。」とD児 に声を掛

け、板積み木を運び、他の幼児が作った迷路の上に全部ふたをする。

⑩担任が 「トンネルばかりだ料 」と言うと、A児 は板の上で考える。

⑪他の幼児がブロックに乗って、ふたをした迷路の中を次hと すべる。A

児は、「かんかんかん。」と言いながら、一人が通るたびに行き止まりに

なっている場所の積み木を開け閉めする。

分 析

①イメージを確かめ合ってはい

ないが、B児 が積み木で何を

作ろうとしているか、E児 は

分かっているようである。

②やり取 りなくその場に入る。

③担任は、A児 が仲間として遊

ぶ気持ちがあるか確かめた。

④ 自分のイメージで動く。

⑤担任は、他の幼児の遊びのイ

メージをA児 に伝えたい。

他の幼児は、A児 のイメージ

が自分たちと違っていること

について何も言わない。

⑥C児 は、昨日遊んだアシカご

っこのイメージで動く。

担任はC児 のイメージを他の

幼児に伝える。

⑦A児 は考えたことを言葉に表

すが、他の幼児は受け止めて

いない。

⑨A児 は担任の言葉から自分な

りの遊び方を思い付く。

⑩担任は、A児 に他の幼児の遊

び方を意識させたい。

⑪A児 は自分な りに他の幼児と

のかかわ り方を思い付く。
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⑫B児 が板の上に上がってくると、A児 は 「や めて。」 と言 う。B児 は何

も言わずに下に降 りる。

⑬B児 とC児 が同時にブロックに乗って滑ったため、積み木がくずれ る。

A児 は、「やめて よね 」と言 う。B児 、C児 は何も言わない。

⑫他の幼児が自分の場に入るこ

とを拒否する。

⑬B児 、C児 はA児 に自分の気

持ちを伝えていない。

【考 察 】

Aノ 且が務 鹸 しでいる∫夕容

・考 えたこ とを遊具等 を使 って

自分 な りに実現 しよ うとす

る。

・同 じ場 にい て も、友 達 の 動 き

に かか わ りな く、 自分 の 思 い

だ け を実 現 し よ う とす る。

繧展さぜたい内容 と騙 あ徳罫、
』置!」 ■.,』7ノ ー 「!一7!」 西

◎友達 とかかわるこ とで遊びが よ り楽 しくなる こと

を感 じる。

§蔀鵬報 耳顯 易三続徳 耀隻陥 罫1
1ど うした ら実現 でき るか を一緒 に考 える。i
　 　

10A児 のアイデ アのお も しろさや 工夫 を他 の幼児にl

l伝 える とともに、・也の幼児 の遊 びのお も しろさを1
　 へ

lA児 に伝 え、 互 い に 関 心 が もて る よ うにす る。1
　 　

10学 級全体 で取 り組む 活動の中で、遊 び方 を友達 と1
1

1一 緒に考 える場面 をつ く り、それぞれの幼児 の よi　 　

1さ を取 り上 げ、互 いに気付 くよ うにす る。1...._�

LJ■ 「!」 ■r,」 ■■「'」 一 「ノ4■7ノ 」■7ノ 」一 「ノ 」■7!」 ■r'乙 ■7ノ 」■7'∠ ■7!乙 ■r'」 ■7!」 ■■r1」 ■「ノ ∠■■「1」 ■■F'」■■「,」 ■卜

・教 師の言葉 に対 して、 自分に

とって必要な ところだけ受 け

入れ る。

・自分の遊びの場 に友達 が入 っ

て くるこ とを拒否す る。

◎ 自分の思い を言葉で伝 えた り、相手 の思 いを聞い

た りして遊 び を進 めて い く楽 しさを味わ う。

陣 衡 桶歓宏』託駅鑑雛 糧 塀1
iメ ー ジが伝 わ り合 うよ う言葉 を掛けた り、それぞi
　 　

1れ の動き を言葉 に した りして、や り取 りのお も しl

lう さを感 じなが ら、瀦 に遊んでい る とい う意1し 　
1を もたせ る。1
　 へ

10互 いのイメージが重ならず遊びがうまく進まない1
11

i場 合 に は 、 互 い に何 を したい か をは っ き り させ 、1
　 　

1そ れぞれの思いを実現できる方法を一緒に考えらl

lれ るよ う仲 立ちをす る.1
　 ミ

10遊 びの中でイメー ジが広が るよ うな言葉 を掛 けた1
ヘ へ

1り 、魅力的な素材を提示 した りして、遊びの目的l
ii
iを もって取 り組 める よ うにす る,iρ'置!O/一!β!置 ノ0!π ノ置!π"!β!'!躍"!躍 ノ躍 ノ窟!0!一
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06月 の考察 を踏 まえて、担任 の教師は、A児 が友達 とかかわって遊ぶ楽 しさを感 じられ る

機 会 をつ く り、そ の中でA児 のイ メージの豊か さや物 を作 るアイデアの面 白さを受け止 め、

それが他 の幼児 に伝わ るよ う援助 した。

一学期末 になって
、A児 が 自分か ら友達に働 き掛 けるよ うにな り、様々な葛藤 を経て、 ロ

数 は少 ないが穏や かに友達 と接す るE児 と一緒 に過 ごす ことが多 くなった。

② か かわ りの中で友達 のよさを感1)、 共 に遊び を楽 しGもうとす る。(3年 保育5歳 児9月)

① 保 育室 で 、A児 が 「ね え、忍者 屋敷 作 ろ うよ。」 とE児

に言 う。

E児 が 「うん 、何 で 作 る。」 と聞 くと、A児 は 「これ 。」

と言 って 、ゲ ーム ボ ックス を指 さす 。

② 二人 でゲ ーム ボ ックス を運 ん で いる と、F児 、G児 、

H児 がや って くる。

A児 が 「忍者屋敷 だ よ。や る。」 と聞 くと、三人が 「僕

もいれ て。」 と言 う・。A児 は 「い い よ。」 と言 い 、「階 段

も作 ろ うC」 と積 木 を運び 始 め る。

③A児 の置 いた ゲー ムボ ックス の上 にF児 が別 のゲー ム

ボ ックス を乗 せ よ うとす る と、A児 は 「ここは僕の と

こ ろ。」 と言 う。

それ を見 ていたE児 が 自分 の ゲー ムボ ックスを指 し、

「こ こ、 いい よ。 下 が僕 で上 がF君 ね。」 と言 う。A児

はそ のや りと りを見 てい る。

④ 担任 が来 て、 「大 き な忍者屋敷 がで きたね。」 と言 うと、

そ れ ぞれ の幼児が 「こ こは僕 の ところ。」等 と言 う。

⑤ 担任 が 「みんな、 自分 の揚所 が あ るんだ。」 と言 うと、

H児 がゲー ムボ ックスの横 の穴 を指差 し、 「ここ見 えち

ゃ うか ら暗 く した い。」 と担任 に言 う。担任 はH児 た ち

と一緒 に布や 板段 ボール な どを探 し、持 って くる。

⑥ それ ぞれ 布や 板段 ボール を選 び 、ゲ ームボ ックスの大 き

さに合 わせ てハサ ミで切 り、ガ ムテ ープで付 け る。

A児 も布 を選 び、 作 り始 め る。

⑦A児 は、切 った布 をゲ ームボ ックスに付 け よ うとす る

が 、一 人で は うま く付 け られ ない。

それ を見 たE児 が 、 「持 ってや ろ うか。」 と言 って 、布 を

押 さえる。A児 は 、ガ ムテープ を切 って布 をゲ ーム ボ ッ

クス に貼 ってい く。

⑧担 任 が 、 「A君 よか ったね 、E君 が押 さえて くれ て。」 と

言 う と、A児 は 「うん。」 と うなず く。

① 自分の したい遊びがはっきりし

ていて、一緒に遊ぶ友達を誘っ

ている。

②興味をもって遊びに加わってき

た友達を受け入れる。

遊びのイ メージや思い付いたこ

とを友達に伝 える。

③ 自分の居場所 を確保 しようと、

友達を拒否す るが、別の友達が

相手を受け入れている様子を見

ている。

④それぞれ、自分の居場所を担任

に伝える。

⑤担任 は、H児 の考えたことが実

現できるように、必要な素材を

一緒に探す
。

⑥友達のアイデアを取 り入れ、担

任の提示 した素材を利用する。

⑦一人ではできないことに友達が

手を貸 してくれたので、実現で

きることを感 じてい る。

⑧担任は、A児 が感 じた友達へ の

信頼感に共感す る。
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⑨E児 が、 「僕 も付 け るか ら、A君 押 さえていて よ。」 と言

うと、A児 は布 を押 さえて 、E児 を手伝 う。

⑩ 忍者 屋敷 を作 って いた 幼児 たち が、忍者 の巻物 を作 って

修行 ごっ こを始 め る。(壁 歩 き、側 転、早 走 り、跳び

箱 、縄跳 び な ど)

1児 が 「1番 目の修 行 は壁歩 き。」 と仲 間に声 を掛 け、

壁 の 手す りを渡 る遊 び を始 め る。A児 もや るが途 中で落

ち る。 また始 めか らや り直すOI児 が 「全 員合格 、次 は

側転 。」 と言 うと、それ ぞれ側 転 を始 める。

A児 もや るが、 うま くで きない。 友達の様 子 を見 て いた

F児 が 「は い、み ん な上手 です。 その次 は…」 と言 う。

⑪ 縄跳 び を始 め る と、A児 は縄 を取 りにい かない。担 任 が

「あれ 、A君 はや らないの。修 行 しない といっ まで も跳

べ ない よ。」 と言 うと、F児 が 「そ うだ よ。」 と言 う。

⑫ 担任 が 、 「がんば ってや ってみ よ う。」 と言 うと、A児 は

縄 を持 って きて跳び 始 め るが 、 うま く跳べ ない。J児 が

「A君 、足 をこ うや って そ ろえる といいん だ よ。」 と教 え

る と、何度 も繰 り返 す。

⑬ 」児 がE児 に 「そ う、E君 の は足がそ ろ ってい る。」 と

教 えて い る様 子 を 、A児 は時折 見 る。

⑭A児 はJ児 に言 われ た通 りに何 回 も試 してみ る。

⑮ 担任 が 「J君 、A君 の跳 び方 は ど う。」 と言 うと、J児

はA児 の様 子 を見 て、 「そ うそ れ でいい。」 と言 う。

A児 は一生懸 命に跳 ぶ練 習 を繰 り返す。

⑨ 自分 を助 けてくれ たことで親 し

みを感 じ、友達の要求を素直 に

受け入れている。

⑩友達の動きをまねて、一緒に動

くこ とを楽 しんで い る。

A児 には苦手 な遊 び もあるが 、

F児 、1児 の言葉 に安 心 して 取

り組 ん でい る。

⑪縄跳びができないA児 は、や ろ

うとしない。担任や友達に促 さ

れ、友達 と一緒に遊びたい気持

ちから、仕方なく縄を取 りにい

く。

⑫友達に跳び方を教 えられ、そ の

通 りにやってみよ うとする

⑬A児 は、J児 にほめられてい る

E児 が うらやま しい。

⑭ 自分 も友達に認 められたい。

⑮担任は、友達に認 められたいA

児の気持 ちを感 じ取って、J児

の言葉を促す。

A児 は、認 められた ことで意欲

を もつ。
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【考察】

Aノ仔が務 撰 しでいる内容

・自分の遊 びに加 わ って くる友

達 を受 け入 れ、つ なが りを感

じて遊 んでい る。

・友達 の考 えた遊び方 を受 け入

れ 、一緒 に動 いて遊 ぶ楽 しさ

を感 じて い る。

・自分の気持 ちを受 け入 れ、励

ま した り、認 めた りして くれ

る友達 とのかかわ りに安心感

や喜び を感 じてい る。

コ ノロ ノロ ノロ ノロ ノム

i綴 紺 た〃、内容1まi鯉 墾 郷

◎友 達 の中で 自分 の思いやイ メー ジを出 し合いなが ら、 共

通 の 目的 に向かっ て一緒 に遊 びを進 めて い く楽 しさを味

つ。

5言 ㌶ τ竃欝 葛憲綬 ∬li濡なぢ1難罫芳轟講 こa
亀 亀
i.,,h.o,.套二浩 食盛 多 埜驚 益 と想22奮_.._,」

◎友 達や 教師、周 囲の環境 とか かわ り、試 した り、気付 い

た り しなが ら、 自分な りに考 えて遊 びを進 めてい こ うと

す る。

5=処 ア5鍔77鐸 薯第猛 話石厳置ヱ礫 彫'5僚
1亀

し空魏.』壬峯華2慰 輩丑禦嬰蜜生泌 三Σヒ=～0._,」

◎友達 と遊 びを楽 しく進 めて い くためには、互 いに 自分 の

思 いの出 し方 を調整 し、 よ りよい方法 を友達 と一緒 に考

え よ うとす る。

5蒼簸葱薯藤π♂締享籏郵(老郵微£罫言萎須
亀l

lど を認め、その姿をモデル として互いの気持ちの受け止1　 　
1め 方 に気付 くよ うにす る。1
　 　

10友 達のことを思いやった り、励ましたりす る気持ちや行l

i動 を大切にとり蹴 麟 を味わう機会をつくる友達i

lと のつなが りを感 じなが ら互いに受け止め合 う喜び を感l
lじ ている姿に共感 し、友達への信頼感 を深めていくことl

i一醗 盈諮 毎_______」

自分のや りたい遊びに 目当

てをもって取 り組 んでいる

・苦 手 な こ とに も挑 戦 しよ う

とす る。

◎ 自分 な りの 目的に向か って試 した り工夫 した りしな

が ら最後まで取 り組み、達成 した喜び を味わ う。

5麦 憲罷 蕎ε繍編 隻/yl-/』蒼雰餐瓠騒悪冨鋲興 誕
1亀
1_埜 勢 義2彦 麓 甕聲 聖駆@彦 む,_._.___.」
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皿 まとめ と今後 の課題

1主 題 に迫 る教 師 の役割

研究 を進 めてい く中で、発達 の状況や特性な どに よって、幼児一人一人 の遊び の楽 しみ方

や実現 しよ うとす る思いはそれぞれ に違 っている ことを改 めて確認 した。 幼稚園 とい う環境

の中で 、大人や同年齢、異年齢 の幼児 と出会い、かかわ り合い 、その中で しか味 わえない喜

びや 葛藤 を経験 しなカ§ら、それ ぞれのや り方で思 いを実現 しよ うとしている ことが分か った。

教 師 が幼児一人一入の心の奥底 にある思 いを理 解 し、幼児 が友達 との遊びを楽 しむ中で互

いの思 いを実現 してい くために どのよ うな役割 を果たすべ きか、次のよ うに考 えた。

(D幼 児が物や人 との出会 いの中で他者 の存在に気 付き、楽 しさを感 じなが ら自分 の思 いを

実現 して いくための教師の役 割

幼 児 が新 しい環境や人 との出会いに不安 を感 じてい る時、そ の不安 を解消 し安 心 して園生

活 を過 ごせ るよ うになるた めには、教 師 との信頼 関係 が基礎 となる。それ を基に、 自分の思

いを出 した り周 囲 に働き掛 けた りしなが ら、 自分 の思いを実現 しよ うとす るよ うになる。

○教師 との信頼関係 を築 き、安心 して 自分な りに思 い を表 して動 けるよ うになるた めに。

・一人一人が感 じる不安 を受け止 め、教師 が取 り除いた り、具体的な方法 を示 した りして一

人一人 に合わせ たかかわ り方で安心 して 自分の思いを出 していかれ るよ うにす る。

・幼児 の思い を教師が受 け止め言葉 に表 して、表 現の仕方 を示 してい く。

○幼児 自身が 自ら環境 にかかわろ うとす る ようにな るために。

・かかわ りやすい物 を一定の場所 に設 定 し、遊び を繰 り返 し楽 しめる場 を保証 してい く。 ま

た、それぞれ の幼児が 自分な りの遊 び方 が出来 るよ うな数 や量の遊具を用意 しておく。

○ 自分 の したい こ とを楽 しみなが ら他 の幼児の存在 に気付 き、楽 しさを感 じられ る よ うになる

た めに。

・教師 と共 に楽 しむ共通の遊 びを学級 の中に取 り入れ た り、教師 も一緒に遊ぶ ことを楽 しん

だ りしなが ら、 同 じよ うな動きを共通経験す る ことで学級 の友達 と一緒 に過 ごす楽 しさの

経験 を積み重ね られ るよ うに してい く。

・思 い通 りにな らない とき には、思い を十分に受 け止 めなが ら、思 いの実現に よ り近い物 を

提示 した り気分 を変えて遊び出せ るよ うにしてい く。

(2)幼 児が友達 とのかかわ りの中で互 いに刺激 し合 い、遊びを変化させなが ら思 いを実現 し

て いくための教師 の役割

友達 との遊び の楽 しさを感 じられ るよ うにな って くると、友達への関心が高ま り、友達の

言動 を意識す るよ うになる。 また、友達 の言動 に刺激 を受けて思いを変え、言動 の表 し方を

変 えなが ら、 自分 の思いを実現 しよ うとしてい くよ うになる。

○生活環境 が変化 して も、安 定できる場 で友達 との遊び を楽 しめ るよ うになるために。

・進級 して教師や学級に新 しい仲間が増 えるな どの環境の変化 の中で も、 これ まで親 しんだ

遊具 を設定す るなど、幼児 がいつ も安心 して遊べ る揚を保証 してい く。

・教 師が一緒 に遊びの仲 間になって遊びなが ら信頼関係 を深 めていき、安心 して 自分を出 し

ていかれ るよ うにしてい く。

・一人一人 の幼児 の遊び の傾 向や関心 の対象 な どをよく理解 し、友達 とのかかわ りが生まれ

一23一



るよ うな遊具や 素材 を用 意 し、遊 び込 めるように してい く。

○友 達の言動 に関心をもち、 自分 もや りたい とい う思いを実現 してい くために。

・友達 と同 じこ とが出来る場や遊具 を設定す る とともに、必要 に応 じて、や り方や こつ な ど

を伝 え、満足感 をもてる ように してい く。

・幼児 の思いを受け止めて励 ま した り、や り遂 げた喜び を共感 した り認 めた りしてい く。

O一 緒 に遊びたい友達 と遊ぶ 中で、相 手の言動 を感 じ取った り、自分 の思いを受け止 めても ら

った りす る喜 び を味わえるよ うにす るために0

・教師が一人一 人の思いを言葉に して幼児同士が気付 くよ うに してい く。

・友達の思いを受 け止 める姿 を認 めた り、友達 の受け止 め られた喜びに共感 した りして、思

いが伝 わってい く喜びを繰 り返 し経験できるよ うにす る。

・自分の思いを受 け止 めて もらえない とい う事実 を受 け入れ乗 り越 えてい くよ うに
、葛藤 し

てい る幼児 に共感 し、励 ま した り慰 めた りしなが ら気分転換 でき るよ うに してい く。

(3)幼 児が互 いのよさに気付 き、補 い合 った り助け合 った りしなが ら互いの思いを実現 して

いくための教 師の役割

幼児が互いに 自分の思 いを出 し相手に伝 えなが ら遊ぶ楽 しさを感 じられ るよ うになって く

る と、自分 の思い通 りにな らないことやイ メージの くい違 いな どか ら、葛藤場 面 もでて くる。

そ して、遊び を楽 しくす るために、互いに思いを伝 え合 った り、それぞれの考 えを調整 し

た りして、自分 の気持 ちをコン トロールす るよ うになる。

○幼児 同士が互 いの思いを伝 え合 い、遊びが進んでい く楽 しさを味わえる ようになるために

・自分 の考えを友達に伝 えよ うとす る姿や話 を聞 こうとす る姿 を認 め、伝 え合 う楽 しさに共

感 しなが ら話 の内容 に沿 った素材や遊 具を提示 した り、場の使 い方 な どを提案 した りして

それぞれの幼児の思いが実現 してい くよ うにす る。

・教師が遊びの仲間に入 って、イ メージの違いや伝 え合 いの不十分 な ところな どについて気

付いたことを言葉に して、幼児同士仲間 として遊んでい るとい う意識が もてるよ うに して

い く。

○相 手の思い と、 自分の考 えとの違い を受 け止 めなが ら互 いが納得 のい くよ うに解決 してい こ

うとす るよ うになるために。

・人を思いや った り
、励ま し合った りす る気持 ちや行動 を常 日頃か ら認 め、友達 とかかわ る

心地 よさを言葉に して、意識 させ ていく。

・意見の くい違いがあった時に、何 を実現 したいかを確認 して前向 きに考 える方向付 けを し

てい く。

2今 後 の課題

研究 の中で、幼児 の思いを実現 してい くための教師の基本的な役割 を とらえることができ

た。 しか し、個々の教師の取 り組 みだけではできる ことに限界が あることも痛感 した。

今後 は、園全体の教師が一人一人 の幼児 についての共通理解 を深 めるための情報 の共有化

の工夫 、幼児の活動の場面に応 じた役割分担の在 り方な ど、教師の協力体制の在 り方 につ い

て さ らに研 究を深めてい きた い。
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